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1. はじめに 

 東京都では，東京都震災対策条例の規定に基づき，

地域危険度測定調査を 5 年ごとに行い，その結果を

公表している．平成 20 年の第 6 回調査内容は，建物

倒壊危険度，火災危険度，および総合危険度を対象

としている 1)．建物倒壊危険度は，地盤と建物のそ

れぞれの組み合わせを考慮して算出されている．地

盤特性は，工学的基盤に入射する地震動の最大速度

の増幅率を用いて考慮されている．この速度の増幅

率は，大西ら 2)などを参考に定められている． 
一方，東京ガスのリアルタイム地震防災システム

SUPREME では，高密度に SI 値が観測されている 3)．

さらに地震ハザードステーション（J-SHIS）4)では，

広域表層地盤データが公開されている．これらを使

用することで，東京都全域の地盤増幅率を均質なデ

ータで再評価することが可能と考えられる． 
そこで，本研究では，東京都が規定する地盤増幅

率を SUPREME が観測した SI 値と SUPREME に搭

載されている広域地盤データ，J-SHIS が公開してい

る広域地盤データをもとに再評価することを目的と

する． 
2.東京都の地盤種別と増幅率の基準点 

東京都では，第 7 回測定調査の実施にあたり，地

盤種別区分の変更を検討している．具体的には，第

6 回測定調査では，山地・丘陵と区分された地域を

山地と丘陵に分離した．また軟弱層の厚さによって，

台地 1 の一部を谷底低地 3（新設）に分類した．さ

らに谷底低地 1 の分布などを見直した．図 1 に東京

都の新しい地盤種別を示す． 
東京都は地盤増幅率の基準点を K-NET 氷川，

K-NET 桧原と定めている 1)．本研究で比較対象とす

る広域地盤データは深さ 30m と深さ 20m の平均 S
波速度（AVS30，AVS20）をパラメータとして求めら

れている．そこで，K-NET 氷川，K-NET 桧原にて

常時微動観測を実施し，PS 検層データから推定され

るS波伝達関数と常時微動のH/Vスペクトル比を比

較した（図 2）．この結果，1 次元地盤モデルは妥当

であると判断されるので，東京都の地盤増幅率の基

準点は，AVS30については約 500m/s，AVS20について

は約 400m/s と推定される． 

3.広域地盤データを用いた検討 

J-SHIS が公開している地盤増幅率は， S 波速度

400m/s の地層を基盤（増幅率 1.0）としているため，

東京都の規定する地盤増幅率とそのまま比較するこ

とはできない．そこで，藤本・翠川 5)による AVS30

と最大速度の増幅率 AFPGV の関係式から，AVS30 が

500m/s のときに増幅率が 1.0 になるように切片を調

整した式(1)を使用し，J-SHIS が公開する地盤増幅率

を換算した． 

30log852.030.2log AVSAFPGV ⋅−=     (1) 

GIS を用いて，J-SHIS と東京ガスの地盤データを

図 1 東京ガスの地震計配置と東京都の地盤分類 
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図 2 K-NET 氷川，桧原における常時微動の H/V スペ
クトル比と S 波伝達関数の比較 
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地域危険度測定調査（第 7 回）の地盤種別にマッチ

ングし，増幅率を比較した（図 3）．なお，ここでは

東京都の地盤増幅率には第 6 回測定調査の値を使用

し，新設された谷底低地 3 は台地 1 と同じ 1.6，山地・

丘陵から分離した山地は1.0，丘陵は1.2と仮定した．

この結果，東京都の大部分を占める台地 1 の増幅率

1.6 は概ね妥当と考えられる．また，谷底低地 1（2.9）
と谷底低地 2（2.5）については，やや過大評価のよ

うに見える．なお，東京ガスの SUPREME に搭載さ

れている広域地盤モデルでも検討を行い，同様の結

果を得た． 
4. SUPREME で観測したSI値を用いた検討 

丸山・山崎 6)は，SUPREME で観測された SI 値と

地表面距離減衰式の比を用いて，東京都地盤種別ご

との増幅率を評価した．ここでは，台地 1 の増幅率

1.6 が妥当なものと仮定し，比較を行っている．前章

の検討で，東京都の大部分を占める台地 1 の増幅率

1.6 の妥当性は示されたので，ここでも丸山・山崎
6)と同様に，台地 1 の SI 値と距離減衰式の比の平均

値が 1.6 となるように地震ごとに基準化し，比較す

る．なお，対象とする地震は，丸山・山崎 6)が用い

た地震のうちマグニチュードの大きい新潟県中越地

震（2004/10/23，M6.8），千葉県北西部地震（2005/7/23，
M6.0），宮城県沖の地震（2005/8/16，M7.2）と，今

回新たに駿河湾沖の地震（2009/8/11，M6.5）を加え

る．図 4 に，駿河湾沖の地震について K-NET の観

測 SI 値をもとに構築した距離減衰式と，SUPREME
観測値の比較を示す． 
図 5 に，地震記録から推定される地盤増幅率と第

6 回地域危険度測定調査の地盤増幅率を比較する．

なお，図中には前章の結果も併せて示している．こ

れによると，前章と同じように谷底低地 1 と谷底低

地 2 の東京都が規定する地盤増幅率はやや過大であ

るように見える．また，沖積低地 4 と沖積低地 5 は

増幅率が逆転している場合もある．さらにわずかで

はあるが，丘陵の増幅率（1.2）は過小，谷底低地 3
の増幅率（1.6 と仮定）は過大のように見える． 
5.まとめ 
 第 7 回地域危険度測定調査の地盤増幅率を提案す

る（図 6）．広域地盤データ，SUPREME の観測 SI
値のいずれの結果からも，谷底低地 1 と谷底低地 2
の地盤増幅率は過大であることが分かった．そこで，

谷底低地 1 を 2.9 から 2.0，谷底低地 2 を 2.5 から 1.8
へ変更する．沖積低地 4 と沖積低地 5 の地盤増幅度

は場合によっては沖積低地 4 の方が大きい結果が得

られているが，第 6回と同様にどちらも 2.9とする．

丘陵についてはやや過小評価しているので，1.2 から

1.4 へと変更する．谷底低地 3 は，台地 1 よりもやや

揺れにくい傾向が見られ増幅率は 1.5 とするのが適

当と考えられる． 
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図 4 2009 年駿河湾沖の地震における地表面距離減衰
式と SUPREME 観測値の比較 
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